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恩師 永井博先生を偲ぶ 
 
飯塚 勝久 
 
 私が初めて永井博先生に接し得たのは、1958年（昭和 33 年）東京教育大学文学部
哲学科に入学した年であった。その時、先生は 37 歳になっておられたので、文字通
り新進気鋭の哲学者として研究、教育に精進されていた時期と言えよう。したがっ
て、私を含めて同学の者たちが永井先生から深い影響を受けたのは、その講義内容も
さることながら、とりわけ研究者としての先生の厳しい姿勢に触れたからにほかな
らない。もちろん、当時 18 歳の私には、先生御自身の研究内容について詳しく知る
すべはなかったが、哲学を専門とする研究者の精神の深みのようなものは感じとる
ことができたのであろう。その結果、私は現代哲学に興味をもち始め、フランスを中
心とするヨーロッパの現代思想を研究対象にして、学部の 4 年間のみならず、大学
院の修士、博士課程 5 年間を加えて、都合 9 年間にわたり教育大学哲学科に在籍す
ることになったのである。それゆえ、私が哲学の専門研究者としての道を歩み始める
切っ掛けは、学部、大学院時代を通じて哲学研究の厳しさがもたらす人間精神の豊か
さを先生が身をもって教えて下さったことにある。 
 その後、私は愛知県立大学に奉職し、また東京に戻ってからも立教大学を職場とし
ていた関係で、直接先生におめにかかって教えを請う機会は少なくなったが、しかし
その卓越した諸著作を通じて、永井哲学の真髄に絶えず触れることができた。のみな
らず、立教大学在職中に 1 年間のフランス留学の機会を得たことが、先生の重要な
研究領域の一つであるライプニッツ哲学をより深く理解する契機となった。周知の
如く、ライプニッツの主要著作はフランス語で書かれているため、フランス留学を通
じて『形而上学叙説』その他の作品の解釈をそれまで以上に深化させることが可能に
なったわけである。それと共に、現代哲学を主要な研究対象としてきた私が歴史をさ
かのぼって、フランス近代思想の考察に新たに踏み込んでいく機縁の意味をももっ
た。先生の存在が直接、間接に私の研究領域を広げる結果を導いたことは疑う余地が
ない。 
 しかし、何よりも永井先生に感謝しなければならないのは、母校の延長とも言うべ
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き筑波大学の教員に招いていただいたことである。当時、私は 36歳で、奇しくも先
生に初めてお会いした時の、先生の御年令とほぼ同じであった。もちろん、先生と私
を比較することは許されないが、しかし私にとってはこの偶然の一致がある種の励
みになったことは確かであろう。しかも、先生のお力で母校の教壇に立たせていただ
いたばかりでなく、文部省在外研究員としてふたたび 1 年間のフランス留学を経験
することが可能になった。その結果、フランス近代思想についての考察を一層掘り下
げて、ジャンセニスム研究、パスカル研究、さらにはフランス歴史哲学研究等々の領
域にまで手を広げることができたのであった。永井先生が主査をつとめて下さった
博士論文審査に拙著『フランス・ジャンセニスムの精神史的研究』を提出することが
できたのも、いま述べたように 2 回目のフランス留学が大きな意義をもったからに
ほかならない。現代哲学の研究から出発した私が、近代思想の領域にまで手を伸ば
し、その後はむしろ後者の領域の専門研究者となり得たのも、ひとえに先生の学問的
影響のおかげなのである。だからこそ、歴史哲学関係の著作の執筆のみならず、『デ
カルト伝』や『ヘーゲル伝』の翻訳等もそれなりの自信をもって果たすことができた
と言えよう。 
 永井博先生の教えとその影響についての思い出は数限りなくあり、そのすべてを
ここに記すことはできないが、私が 74 歳の今日まで曲りなりにも哲学研究者として
の道を歩んでこられたのは、何よりも先生のお力のおかげであることだけは紛れも
ない事実なのである。 
 
（いいづか・かつひさ 元日本大学法学部教授） 
